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果として 1 阻1zTV 信号の場合， 4 ピット DPCMに相当する画品質の再生画が，画素あたり 2.77 ピッ
トで伝送可能であることが示され，新方式の有効性を確かめている。
第 4 章では，用途を TV電話信号に限った場合に，帯域圧縮効果の大なフレーム問符号化方式につ
いて新しい提案を行なっている。新方式として提案しているのは，フレーム間差分信号をアダマール
変換符号化するフレーム間アダマール変換符号化方式，フレーム間差分信号の大きいところでのみ原
信号を DPCM する動領域 DPCM方式，およびフレーム間差分信号を可変標本密度化するフレーム間
可変標本密度符号化方式の 3 つである。
第 5 章では，第 4 章で提案した新方式を含む各種の代表的なフレーム問符号化方式について，同一







最近における画像通信技術の主要な研究課題の 1 つである。本論文は， 1 つの効果的な符号化方式と
して，新しい直接量子化型可変標本密度符号化方式の提案を行ない，その効果をシミュレーションに
よって確認している。さらに，実際の応用分野として TV電話をとりあげ，新しい TV電話信号のフ
レーム問符号化方式として，フレーム間アダマール変換符号化方式，フレーム間動領域 DPCM 方式，
およびフレーム間可変標本密度符号化方式の提案を行ない，シミュレーション実験によって，現在の
ところフレーム間可変標本密度符号化方式が最もすぐれたものであることを示している。このように，
本論文は，画像通信工学の分野において，その進歩に寄与するところが大きい。よって博士論文とし
て価値あるものと認める。
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